
　「狭山みやげといえばかにや」と言われるほど、地元では知らない人がいない有名店。お祝いごとや季

節のご挨拶など、大切な人への贈答用にも選ばれているのが、かにやのお菓子です。長年人々に愛される

のには、理由があります。

　かにやの代表銘菓である「ケンキ」。その名前の由来は埼
玉県の「県旗」で、パッケージには県旗の勾玉が印刷されて
います。発売当時、お菓子は甘いものだと考えられている時
代でしたが、ケンキは甘さ控えめで塩味を効かせており、独
特の食感、塩加減、味わいで人気を博し、かにやの代表銘菓
として長く愛されています。今でも職人の手により改良を続
け、日々おいしさを追求しています。

狭山茶とプリッとした海老

を白身魚のすり身に練り込

み、スティック状に仕上げ

ました。

　狭山商工会議所が主体となり、100％狭

山市産の狭山茶と、水だけで作った「狭山

茶のペースト」を使ったプロジェクトが進行

中です。既に40種類ものグルメが誕生して

いますので、ぜひ味わってみてください。

狭山茶の特長である濃厚で

深い味わいを、甘さ控えめ

に仕上げました。

鮮やかなお茶の色が見た目

にも美しく、狭山茶の香り

が楽しめる逸品です。

狭山茶香る海鮮スティック春巻き

狭山茶ラスク

狭山茶おこわ

狭山茶グルメ計画

#グルメ

狭山を代表するお持たせお菓子
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こだわりグルメ
さやま発 とっておきの

　昭和25年創業のかにやは、狭山の本店をはじめ、入間、所沢、飯能、日高などに計11店舗

を展開し地元に愛される菓子店です。最大の特徴は、職人によって手作りされていること。

生地の固さや卵白の泡の細かさなど、素材の状態のわずかな違いを感じ取り、最もおいしく

仕上げることができるのは、機械ではなく熟練した職人の手で作るからこそだといいます。

　食材選びにもこだわっており、良質なものを全国各地から取り寄せています。食材選びだ

けでなく、手間を惜しまず職人の手で作るからこそ実現できるそのおいしさは、皇室献上用

の銘菓にもなるほど。「例えば抹茶は狭山産の明松を使用していますが、地元のものだから

だけではなく品質が良いから。地元の良さを、かにやのお菓子を通じて知ってもらえた

ら」。職人気質の社長・水村真太郎さんの狭山とお菓子への思いが伝わります。
かにや 代表取締役 

水村真太郎さん

進化し続ける代表銘菓  ケンキ

まがたま

狭山茶グルメ計画に参加している
お店や事業所はこちらから

チョットもう一杯！
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